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ピョンピョンうさぎとお友達

は
り
ま
春
風
フ
ェ
ス
の
ス
テ
ー
ジ
で

み
ん
な
で
踊
り
ま
し
た

　
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
母
親
ク
ラ
ブ
「
ピ
ョ
ン

ピ
ョ
ン
う
さ
ぎ
」
（
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
）
の
メ
ン
バ
ー
と

一
緒
に
、
「
お
ど
る
ポ
ン
ポ

コ
リ
ン
」
を
踊
り
ま
し
た
。
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
も

パ
パ
や
マ
マ
に
抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ
て
ス
テ
ー
ジ

に
あ
が
り
ま
し
た
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
毎
日
踊
っ

て
い
た
の
で
、
人
生
初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ
も
余
裕

の
笑
顔
で
す
。
仲
良
し
の
み
ん
な
と
一
緒
に
踊
る

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
い
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

問
南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
９-

４
３
７-

４
１
８
８

問

練習の成果を発揮しました

地域の出会いを応援する取り組みに多くの笑顔

第
54
回
播
磨
町
消
防
団

小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　
５
月
18
日
に
播
磨
町
役
場
駐
車
場
で
小
型
ポ
ン

プ
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
練
習
を
重
ね
て

き
た
町
内
分
団
が
こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
　
　
本
荘
分
団

準
優
勝
　
　
　
野
添
分
団

操
作
員
別
優
勝

指
揮
者
　
野
添
分
団
　
　
佐
伯
　
将
輝
　
　
　
　

　
　
　
　
二
子
北
分
団
　
酒
田
　
裕
介

一
番
員
　
大
中
分
団
　
　
奥
薗
　
健
太

　
　
　
　
野
添
分
団
　
　
細
田
　
孝
高
　

二
番
員
　
本
荘
分
団
　
　
中
作
　
高
彰

三
番
員
　
二
子
北
分
団
　
西
田
　
裕
平

　
　
　
　
　

問
危
機
管
理
課

☎
０
７
９-

４
３
５-

０
９
９
１ 

問

２
市
２
町
合
同
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た

　
５
月
17
日
に
加
古
川
市
、
高
砂
市
、
稲
美
町
、

播
磨
町
の
２
市
２
町
が
合
同
で
婚
活
イ
ベ
ン
ト

「m
ake you happy

婚
活in

東
は
り
ま
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
各
市
町
に
居
住
し
て
い
る
20
〜
30
代

の
28
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
職
員
が
考
え
た
、
ご

当
地
ク
イ
ズ
大
会
や
１
対
１
の
ト
ー
ク
タ
イ
ム
な

ど
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
が
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
複
数
の
マ
ッ
チ
ン

グ
が
成
立
し
て
い
ま
し
た
。
主
催
者
で
あ
る
各
市

町
の
職
員
は
、
「
普
段
行
わ
な
い
イ
ベ
ン
ト
の
運

営
で
不
安
だ
っ
た
が
、
参
加
者
が
楽
し
ん
で
い
て

良
か
っ
た
。
新
し
い
繋
が
り
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
嬉
し
い
」
と
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
を
喜
び
ま
し
た
。

今回のイベントは、地域少子化対策や
若者の定住促進の一環として、兵庫県
結婚支援コンシェルジュの協力のもと、
企画されました。播磨町長　佐伯 謙作

いいとこ検索　Vol.19
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楽
屋
裏
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きゃんぱすだよりきゃんぱすだより
いいとこ
a r i m a
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ま
ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
届
け
す
る協

働
推
進
課
住
民
協
働
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
４

ま
ち
ア
ド
通
信

検討チームを通じた自治会活動の見通し

【まちづくりアドバイザーとは】　播磨町では、多様化・複雑化する地域の課題やニーズに、より細かく対応するため、
2020年度より「まちづくりアドバイザー」を配置しています。自治会活動やコミュニティ活動、自主的なまちづくり活動に
ついて専門的な視点から支援します。

り
組
め
な
い
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
い
く
つ
か
の
自
治
会

で
は
、
自
治
会
見
直
し
の
検

討
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
任
期

に
縛
ら
れ
ず
に
自
治
会
の
活

動
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
自
治
会
活
動
を
見
直

す
に
も
誰
か
一
人
が
決
め
る

の
で
は
な
く
、
多
様
な
人
で

話
し
合
い
を
重
ね
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
現
役
役
員
で
は

日
常
業
務
が
忙
し
く
話
し
合

い
が
十
分
に
で
き
な
い
場
合

は
、
特
設
チ
ー
ム
を
つ
く
る

な
ど
、
そ
の
進
め
方
に
も
工

夫
が
で
き
ま
す
。
町
内
で
も

様
々
な
取
り
組
み
が
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
自
分
の

住
む
地
域
の
自
治
会
活
動
に

興
味
を
持
ち
、
ま
ず
は
知
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
今
月
号
は
「
夏
休
み
特
集
」

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
申
込
み

期
限
が
早
い
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
し
っ
か
り
目
を
通
し
て
、

早
め
に
家
族
会
議
を
開
い
て
、

夏
休
み
の
計
画
を
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
夏
休
み
に
限
ら
ず
、
町
の
イ

ベ
ン
ト
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

集
め
て
い
ま
す
。
播
磨
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も
、

「
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の

ア
イ
コ
ン
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。（
宮
）

▲野添北公園の北側にホタルの水路があります

▶一年でいちばん影が短くなる「夏至」も過ぎ、
気がつけば梅雨の真っただ中。田植えが終わっ
た田んぼでは若苗が凛と並び、気持ちよさそう
にそよいでいます。そして、日が暮れると蛙の大
合唱が少し湿った風に乗って聞こえてきます。
暑い（熱い）夏はもうすぐ。季節は静かに、けれど
確かに移ろいでいきますね。
▶菖蒲が満開になる５月の終わりごろから、野
添北公園のビオトープで小さな光がひらり、ふ
わりと飛んでいます。３月に放流したホタルの
幼虫が次々に羽化し、私たちの目を楽しませて
くれています。ホタルが光っていられるのはほ
んの１週間程度。平安の昔から「闇もなほ、蛍の
多く飛びちがひたる」と詠まれているように、ホ
タルが美しいのは、その灯の儚さがまた日本人
の琴線に触れるからでしょうか。播磨町では環
境学習などを通して大切な自然を子どもたちに
伝えていきます。ホタルの鑑賞はルールとマナ
ーを守ってくださいね！
▶始まる前から何かと耳目を集めていた大阪・
関西万博。いざ開幕してみると、順調に来場者数
は伸びているようです。みなさまはもう夢洲で
世界を旅してこられましたか。播磨町からも、小
学６年生から中学生３年生までの児童・生徒が
５月末から順次、「未来」という名の教室を訪れ
ています。万博は世界の文化や最新の技術を直
接肌で感じることができるとても貴重な機会で
す。脈々と受け継がれる「いのち」の輝きと「未来
社会」の可能性に触れ、子どもたちの視野が広が
ればうれしいです。私も６月13日には万博会場
で、14日には尼崎万博Ｐ＆Ｒ駐車場で播磨町を
ＰＲしてきました。みなさまも大屋根リングの
スケールを体感してみてはいかがでしょうか。
▶はりま春風フェスで行われた給食メニュー総
選挙。見事１位を獲得したのは「鶏肉のから揚
げ」でした。そのほかもキムチチャーハンや豚肉
のかりん揚げ、カレーに豚汁と魅力的なものば
かり。私は全部大好きです。７月には参議院議員
選挙があります。国民の代表を決める大切な選
挙です。必ず投票に行きましょう！
▶今月号の裏表紙に播磨町のキャラクターが大
集合しています。全部知っていましたか？播磨
町をＰＲしているキャラクターたち。これから
もいろんなところに登場します。みなさん、可愛
がってくださいね！

ど
ん
な
生
き
物
が
い
る
の
か
な
？

　
全
国
的
に
は
人
口
減
少
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
播
磨
町
で
は
ま
だ
大
き

な
人
口
減
少
は
な
く
、
月
に

よ
っ
て
は
人
口
が
増
加
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
統
計
を

見
る
と
転
入
者
の
多
く
は
子

育
て
世
代
で
す
。
転
入
さ
れ

た
方
が
地
域
に
関
わ
る
き
っ

か
け
の
ひ
と
つ
が
自
治
会
で

す
。
一
方
で
自
治
会
は
高
齢

化
に
伴
っ
て
自
治
会
役
員
の

担
い
手
が
い
な
い
こ
と
が
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
状
況
で
自
治
会
の
運
営

方
法
等
に
変
化
が
必
要
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

播
磨
町
内
の
自
治
会
の
約
６

割
は
役
員
任
期
が
１
年
で
あ

り
、
活
動
や
組
織
の
見
直
し

を
進
め
よ
う
に
も
任
期
中
に

実
現
で
き
ず
、
見
直
し
に
取

　
令
和
７
年
度
に
入
っ
て
、
自
治
会
か
ら
の
相
談
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
自
治
会
の
会
員
を
ど
う
や

っ
て
増
や
し
た
ら
い
い
か
、
防
災
の
取
組
は
ど
ん
な
こ
と

を
し
た
ら
い
い
か
な
ど
、
様
々
な
内
容
が
あ
り
ま
す
。

播磨南小学校３年生

▲喜瀬川に入って生き物を探しました

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜
の
推
進
に

当
た
っ
て

　　
７
月
は
全
国
一
斉
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
化
月
間
」、「
再
犯
防
止
啓

発
月
間
」
で
す
。

　
昭
和
26
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
今
年
で
記
念

す
べ
き
75
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
運

動
が
目
指
す
こ
と
と
し
て
、
一
つ
目
は
、

被
害
者
も
加
害
者
も
う
ま
な
い
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
明
る

い
地
域
社
会
を
築
く
こ
と
、
二
つ
目
は
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が
再
び
犯
罪
や

非
行
を
し
な
い
よ
う
に
、
そ
の
立
ち
直

り
を
支
え
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

安
全
で
安
心
な
明
る
い
地
域
社
会
を
築

く
た
め
に
は
「
地
域
の
チ
カ
ラ
」
が
不

可
欠
で
す
。
ま
た
犯
罪
や
非
行
か
ら
の

立
ち
直
り
支
援
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
必
要
で
、
こ
の
運
動
は

そ
の
点
で
も
大
変
大
切
な
意
義
を
有
し

て
い
ま
す
。
播
磨
町
で
は
、
令
和
６
年

に
「
播
磨
町
再
犯
防
止
推
進
計
画
」
を

策
定
し
て
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
立
ち
直

ろ
う
と
す
る
人
へ
の
理
解
を
深
め
、
保

護
司
や
更
生
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

団
体
等
と
連
携
し
て
、
必
要
な
支
援
を

つ
な
げ
な
が
ら
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で

安
心
な
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
尚
、「
第
75
回
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
を
周
知
す
る
た
め
、
７

月
１
日
㈫
に
Ｊ
Ｒ
土
山
駅
、
山
陽
電
車

播
磨
町
駅
周
辺
で
、「
犯
罪
や
非
行
を

防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
の
は
地

域
の
チ
カ
ラ
」
を
啓
発
す
る
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

加
古
川
保
護
区
保
護
司
会
播
磨
町
ブ
ロ

ッ
ク
　
保
護
司
の
紹
介

　
浅
原
　
奈
緒
子
（
南
野
添
）

　
伊
田
　
冠
　
　
（
北
野
添
）

　
井
上
　
浩
義
　
（
古
田
）

　
植
森
　
真
奈
　
（
上
野
添
）

　
大
北
　
良
子
　
（
南
大
中
）

　
近
藤
　
龍
樹
　
（
二
子
）

　
水
野
　
洋
子
　
（
本
荘
）

　
藤
澤
　
輝
雄
　
（
古
宮
）

　
藤
原
　
清
尚
　
（
野
添
）

　
諸
鹿
　
良
治
　
（
古
宮
）

第75回“社会を明るくする運動”

　
３
年
生
は
、環
境
体
験
学
習

と
し
て
、校
外
学
習
等
を
通
し

て
生
き
物
の
命
や
環
境
の
大
切

さ
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

　
今
回
は
、ふ
れ
あ
い
エ
コ
ア

ッ
プ
塾
な
ど
関
係
機
関
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、喜
瀬
川
探
検

に
行
き
ま
し
た
。喜
瀬
川
ま
で

歩
い
て
移
動
し
、川
に
着
く
と

一
人
ひ
と
り
網
を
持
ち
、生
き

物
の
捜
索
開
始
！
水
の
冷
た
さ

に
も
負
け
ず
、ア
メ
ン
ボ
や
カ

エ
ル
、エ
ビ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

生
き
物
を
見
つ
け
て
大
は
し
ゃ

ぎ
の
子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

　
川
の
中
に
入
っ
た
後
に
は
、喜

瀬
川
に
い
る
生
き
物
ク
イ
ズ
や
外

来
生
物
の
お
話
も
聞
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。振
り
返
り
で
は
、「
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
見
つ
け
ら
れ

て
よ
か
っ
た
」と
い
う
感
想
の
他

に「
川
の
ゴ
ミ
の
多
さ
が
気
に
な

っ
た
」と
生
き
物
の
住
む
環
境
に

目
を
向
け
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま

し
た
。生
き
物
の
住
み
や
す
い
環

境
に
つ
い
て
も
考
え
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
は
、あ
い
な
里
山
で
の
環

境
体
験
学
習
で
す
。子
ど
も
た
ち

は
新
た
な
生
き
物
や
自
然
と
の
出

会
い
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

社会を明るく
する運動

播磨町
公式LINE

1213
広報はりま 7.7広報はりま 7.7


